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新
十
三
橋
　
来
年
九
月
ご
ろ
完
成

十
三
湖
に
架
か
る
永
久
橋
の
架
け
替
え
工
事
は
、
急
ピ

ッ
チ
に
進
め
ら
　
　
　
新
し
い
橋
は
延
長
二
百
三
十
四
ｙ
、
全
幅
十

一
・
五
属
、
車
道
二
車
線

れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
幅
六

・
五
属
、
歩
道
は
左
右
そ
れ
ぞ
れ
二

・
五
層
幅
で
こ
れ
ま
で
の
木

す
で
に
七
割
て
い
ど
完
成
し
て
い
ま
す
が
、
全
面
完
成
は
来
年
九
月
ご
　
　
橋
と
く
ら
べ
、
橋
の
機
能
が
グ
ン
と
向
上
し
ま
す
。

ろ
の
予
定
で
す
。
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広報しうら ②

除雪作業 にご協力 ください

絶
対
に
や
め
よ
う
酒
飲
み
運
転

―
年
末
の
交
通
安
全
運
動
―

年
末
の
交
通
安
全

運
動
は
、
十
二
月
十

六
日
か
ら
十
二
月
二

十
五
日
ま
で
の
十
日

間
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
運
動
の
重
点

は
、
①
歩
任
者
、
特

に
子
ど
も
と
老
人
の

安
全
確
保
ヽ
②
暴
走
、

飲
酒
運
転
の
追
放
、

③
踏
切
の
事
故
防
止
、

④

ンヽ
ー
ト
ベ
ル
ト
の

着
用
励
行
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
道
路
の
凍
結
、
積

雪
期
と
な
り
、
歩
行

者
も
運
転
者
も
動
作

が
に
ぶ
く
な
る
の
で
、

村
民
一
人
ひ
と
り
が

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
交
通

事
故
か
ら
自
分
を
守
る
こ
と
を
徹

底
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
年
の
交
通
安
全
対
策
は

「暴

走

・
飲
酒
運
転
を
な
く
し
よ
う
一

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
か
か
げ
、
昨
年

の
死
者

一
三
人
名
の
十
パ
ー
セ
ン

と
減
少
を
目
標
に
諸
対
策
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
が
、
五
月
以
降
交

通
死
亡
事
故
が
異
常
な
発
生
を
み

せ
、
こ
れ
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ

く
、
六
月

一
日
に
は
県
警
察
本
部

長
名
に
よ
る

「交
通
死
亡
事
故
仰

止
非
常
事
態
宣
言
一
、
続
い
て
七

月

一
日
に
は
県
知
事
名
に
よ
る

「

交
通
事
故
防
止
非
常
事
態
宣
言
」

が
相
つ
い
で
発
せ
ら
れ
、
県
民
総

ぐ
ダ
み
の
運
動
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
が
、
十

一
月
十
七
日
、
つ
い

に
交
通
事
故
死
者
数
は
一
三
八
名

と
な
り
昨
年
中
の
死
者
と
同
数
に

十
二
月
十
日
現
在
の
交
通
事
故

は
、
発
生
件
数
、
五
人
八
二
件
。

．
死
者
、
一
五
二
人
・
傷
者
、
七
、

二
五
五
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ｏ
こ
れ
ら
死
亡
事
故
の
原
因
を
み
ま

す
と
依
然
と
し
て
二
十
四
歳
以
下

の
若
年
ド
ラ
イ
パ
ー
に
よ
る
暴
走

・
飲
酒
運
転
に
よ
る
も
の
が
大
半

を
占
め
て
お
り
、
運
転
者
の
基
本

的
マ
ナ
ー
の
欠
除
が
強
く
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

れ
「州辮”辞
だ
局浸
　
　
路
上
駐
車
は
や
め
る

ず
か
な
が
ら
減
少
し
て
い
る
も
の

の
、
こ
ど
も
の
事
故
が
増
え
て
い
　
　
　
ぃ
ま
の
と
こ
ろ
降
雪
量
は
少
な
　
　
つ
ぎ
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
協
力
を

ま
す
。
被
害
者
の
事
故
内
容
を
み
　
　
く
、
し
の
ぎ
や
す
い
冬
を
過
せ
る
　
　
お
願
い
し
ま
す
。

ま
す
と
、
道
路
へ
の
と
び
出
し
、
　
　
ょ
ぅ
な
気
が
し
ま
す
が
、
い
つ
、

車
の
直
前
直
後
の
横
断
、
幼
児
の
　

大
雪
に
な
る
か
予
想
が
つ
き
ま
せ
　

　

除
〓
車

に
近
寄
ら
な

い

ひ
と
り
歩
き
等
、
初
歩
的
ル
ー
ル
　
　
ん
。

違
反
や
保
護
者
の
不
注
意
等
で
す
。
　
　
そ
こ
で
、
村
で
も
除
雪
対
策
を
　
　
　
■
除
雪
作
業
は
、
交
通
量
の
少

交
通
事
故
は
、
こ
れ
か
ら
年
末
　
　
立
て
て
い
ま
す
が
、
除
雪
は
な
ん
　
　
な
い
早
朝
に
行
わ
れ
ま
す
の
で
路

年
始
に
か
け
て
特
に
増
え
る
傾
向
　
　
と
ぃ
っ
て
も
村
民
の
協
力
に
よ
っ
　
　
上
駐
車
は
絶
対
し
な
い
よ
う
に
し

に
あ
り
、

「ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
運
　
　
て
除
雪
機
械
を
フ
ル
に
発
揮
し
た
　
　
て
く
だ
さ
い
。

動
の
定
着
化
」

「飲
酒
運
転
の
根
　
　
作
業
が
で
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
■
除
雪
率
は
重
機
械
の
た
め
前

絶
・
を
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
自
党
　
　
　
か
ぎ
ら
れ
た
除
雪
機
械
を
効
率
　
　
方
で
も
十
メ
ー
ト
ル
以
内
に
入
る

し
実
行
し
た
い
も
の
で
す
。
　
　
　
　
的
に
動
か
す
た
め
、
み
な
さ
ん
に
　
　
と
死
角
に
な
り
ま
す
。
作
業
中
は

二
十
メ
ー
ト
ル
以
内
に
近
寄
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。

「右
側
走
行
」
除
雪
も

■
除
雪
車
は
右
側
走
行
し
な
が

ら
除
雪
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
黄
色
回
転
灯
火
し
た
除
雪
車

を
見
た
ら
率
は
除
行
し
て
く
だ
さ

除
雪
作
業
で
、
物
が
こ
わ
れ
た

り
、
ケ
ガ
人
が
で
た
と
き
は
直
ち

に
役
場
建
設
課
へ
連
絡
願
い
ま
す
。

と
く
に
物
が
こ
わ
れ
た
場
合
、

早
急
に
報
告
さ
れ
な
い
と
原
因
究

明
が
困
難
に
な
り
保
障
の
対
彙
外

に
な
り
ま
す
。

故
障
車

に
は
目
印
を

■
雪
の
中
に
車
を
乗
り
捨
て
ま

す
と
地
吹
雪
、
降
雪
な
ど
で
埋
も

り
、
除
雪
車
が
発
見
で
き
ず
衝
突

す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
日
印
に

は
、
赤
旗
を
で
き
る
だ
け
高
く
立

■
私
有
物
件
が
路
上
に
は
み
出

し
て
い
る
と
除
雪
車
が
こ
れ
を
巻

き
込
み
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
り

ま
す
。
ま
た
、
路
上
で
の
ス
キ
ー
、

ス
ケ
ー
ト
遊
び
は
危
険
で
す
か
ら

や
ら
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
除
雪
後
の
道
路
に
は
雪
を
か

き
あ
げ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

交通事故防止に今日も街頭に立つ…

みなさんの協力でスム…ズに行われる除雷作業 ("年 1月 )



③ 広報しうら

式
典
は
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
で

成
人
式
は

一
月
十
五
日
午
前
十
時
か
ら
、
相
内
の
基
幹
集
落

セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

讀
当
者
は
、
昭
和
三
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
三
十
四
年

四
月

一
日
ま
で
に
生
れ
た
か
た
で
す
。

教
育
員
委
会
で
は
近
く
、
個
人

　

素
に
し
て
み
ん
な
が
楽
し
く
参
加

ご
と
に
案
内
を
出
す
こ‐
と
に
し
て
　
　
で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

い
ま
す
が
、
全
員
参
加
す
る
よ
う
　
　
成
人
式
へ
出
る
た
め
多
額
の
出

の
ぞ
ん
で
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
費
を
し
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の

な
お
、
服
装
は
で
き
る
だ
け
簡
　
　
で
す
。

■義は簡素に一のかけ声もよそに年ごとに

派手になるばかりです。 (3年の成人式から)

成
人
書
名
簿

⌒カ
ッ
コ
内
世
帯
主
）

■
相
内

・
桂
川
・
大
田

鎌
田
　
和
廣

（好
　
廣
）

武
田
　
京
子

⌒英
　
光
）

平
野
　
勝
彦

⌒武
　
義
）

佐
々
木
絹
子

（松
　
雄
）

工
藤
　
東
子

（誠

一
郎
）

葛
西
　
博
美

（幸
　
こ

竹
谷
浩
太
郎

（嘉
太
郎
）

石
岡
つ
き
子

⌒六
太
郎
）

山
田
　
隆

一
（勝
　
由
）

松
橋
　
浄
嗣

⌒徳
　
夫
）

藤
田
　
　
靖

（弥
男
造
）

葛
西
美
保
子

（信
　
一
）

後
藤
富
士
子

（清
　
典
）

藤
田
留
美
子

（勝
　
子
）

伊
南
　
幸
彦

（幸
　
男
）

太
田
富
士
子

⌒昭
　
美
）

山
田
美
穂
子

（嘉
志
雄
）

大
川
二
三
代

（円
太
郎
）

伊
南
　
文
子

⌒義

道
）

和
嶋
　
克
彦

（松
　
蔵
）

■
十
三

若
山
専
太
郎

（恭
　
次
）

小
山
内
純
子

（利
　
一
）

亀
田
　
哲
子

（　
勇
　
）

小
倉
　
重
雄

（鉄
　
弘
）

工
藤
留
美
子

（嘉
四
蔵
）

渋
谷
　
啓
子

（　
博
　
）

有
馬
　
　
員

（長
　
一
）

相
川
　
朱
美

（留
　
乃
）

大
間
千
賀
子

（正
　
雄
）

ホ
荘
　
清
則

（鉄
　
雄
）

自
川
　
幸
徳

（孝
　
雄
）

梶
浦
　
哲
男

（　
清
　
）

成
田
　
勝
雄

（勝
　
由
）

新
岡
　
正
治

（　
清
　
）

浜
田
　
隆
樹

（春
　
士
）

松
橋
　
　
誠

（秀
四
雄
）

相
坂
　
恒
夫

（永
太
郎
）

奈
良
富
士
子

（典
　
昭
）

三
浦
　
満
仁

（孫
　
好
）

今

　

一
彦

（初

栄
）

三
和
　
　
勉

⌒悦
　
郎
）

三
浦
ふ
じ
子

（金
五
郎
）

伊
藤
　
幸
治

（　
博
　
）

三
浦
　
好
子

⌒直
　
吉
）

米
谷
　
育
子

（由
　
一
）

岩
間
千
賀
子

（定
四
郎
）

三
和
　
広
子

（克
　
一
）

唐
川
　
栄
子

（佐

一
部
）

秋
田
谷
重
春

（重
　
蔵
）

秋
田
谷
　
浩

（久
　
助
）

奈
良
　
勇

一
（仁
二
郎
）

木
村
　
貢

（清
左
衛
門
）

武
田
　
友
子

（長
　
古
）

奈
良
　
徳
子

（元
次
郎
）

長
利
　
清
仁

（清
太
郎
）

秋
田
谷
光
徳

（本
　
人
）

木
村
ひ
と
み

⌒昭
　
一
）

木
村
　
忠
光

⌒恒
　
美
）

佐
々
木
淳
子

（　
弘
　
）

小
田
桐
美
子

（蔵
　
正
）

■
Ｂ
元
・
薔
松

葛
西
　
洋
美

（敬
太
郎
）

葛
西
　
違
也

（定
　
雄
）

山
田
　
卓
美

（　
伝
　
）

坂
井
　
範
子

（　
精
　
）

石
岡
由
喜
子

（強
　
一
）

70Aが参加、料理講習会

金
本
地
区
農
業
改
良
普
及
所
で

は

″
お
米
を
見
直
そ
う
″
と
、
先

月
二
十
日
、
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

で
米
を
材
料
に
し
た
料
理
講
習
会

を
開
き
集
ま
っ
た
主
婦
た
ち
に
米

の
消
費
拡
大
を
訴
え
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
近
年
、
ど
こ
の

家
庭
で
も
パ
ン
食
が
増
え
、
米
の

消
費
が
香
ん
ば
し
く
な
い
た
め
、

開
い
た
も
の
で
す
が
、
こ
の
日
は

村
内
の
主
婦
七
十
人
が
集
ま
り
、

金
木
地
区
農
改
普
及
所
の
加
藤
磨

佐
子
、
長
谷
川
ゅ
り
子
両
生
活
改

良
普
及
員
を
講
師
に
、
豚
肉
と
ヒ

ジ
キ
の
炊
き
込
み
ご
飯
、
お
い
し

い
お
に
ぎ
り
の
作
り
方
を
は
じ
め
、

漁
業
専
管
二
百
海
塁
問
題
に
対
処

し
て
安
く
手
に
入
る
サ
バ
と
イ
ワ

シ
の
料
理
を
作
り
ま
し
た
が
、
サ

パ
と
大
根
を
煮
込
ん
だ

「
船
場
汁
」

は
初
め
て
党
え
た
と
い
う
人
も

い

て
好
評
で
し
た
。

ま
た
、
食
事
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
し

て
欠
か
せ
な
い
漬
物
の
作
り
方
も

習
得
し
ま
し
た
が
、
す
ぐ
食
べ
れ

る
演
物
と
あ

つ
て
関
心
を
集
め
ま

料
理
が
出
来
あ
が

っ
た
あ
と
、

全
員
で
試
食
会
を
開
き
、
感
想
や

意
見
の
交
換
が
行
わ
れ
、
終
始
な

ご
や
か
に
講
習
会
を
終
り
ま
し
た
。

講
師
の
加
藤
普
及
員
は

「
白
米

は
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
ｌ
が
少
な
い
の
で

こ
れ
を
補
足
で
き
る
よ
う
な
材
料

を
組
み
合
せ
れ
ば
、
結
構
お
い
し

い
料
理
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
形

を
変
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
数
十
種

の
料
理
が
で
き
、
子
ど
も
の
お
や

つ
に
も
な
る
―
」
と
い
っ
て
お
り
、

米
の
見
直
し
を
呼
び
か
け
て
い
ま

米を材料にして作つた料理 を試食する主婦たち
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広報しうら ⑥

津軽の先住民

大倉岳 の石 垣 大倉岳の東側 5∞ メー トル、西側

阿
曽
部
、津
保
化
族
の
闘
争
②

豊

苦
難
の
阿
曽
部

阿
曽
部

一
族
の
苦
難
に
満
ち

た
世
代
は
、
幾
代
も
幾
代
も
続

き
ま
し
た
。
ル
搬
儀
慇
―
綿
の

上
に
臥ムし
ヽ
に
が
い
鳳
を
な
め
、

傷
を
報
い
る
た
め
に
嶽
欺
義
静

す
る
意
―
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
け
れ
ど
、
阿
曽
部

一
族
は

言
語
に
絶
す
る
よ
う
な
奴
線
と

島

勝

蔵
―

〓
響
・―

し
て
の
辛
苦
の
生
活
を
続
け
て

来
ま
し
た
。
そ
し
て
、　
一
族
の

中
か
ら
偉
大
な
る
勇
者
が
出
現

し
て
、
津
保
化
族
に
復
書
す
る

狼
火
を
挙
げ
て
く
れ
る
こ
と
を

望
み
な
が
ら
、
つ
ら
い
重
労
働

に
従
い
屈
辱
の
生
活
に
耐
え
し

の
ん
で
来
ま
し
た
。　
一
方
勝
者

で
あ
る
津
保
化
族
は
、
津
軽
を

わ
が
も
の
顔
に
ば
っ
こ
し
ま
し

た
。
阿
曽
部

一
族
の
機
息
し
て

い
た
場
所
は
、
ど
こ
も
り
っ
ぱ

な
道
路
が
切
り
開
か
れ
、
生
活

の
糧
の
豊
富
な
場
所
ば
か
り
で

し
た
。
海
辺
に
近
い
と
こ
ろ
は

ほ
と
ん
ど
津
保
化

一
族
の
機
息

の
地
と
な
り
、
阿
曽
部
族
の
老

幼
男
女
は
津
軽
の
深
山
に
追
い

や
ら
れ
た
り
、
南
方
の
地
に
押

し
こ
め
ら
れ
た
り
し
て
し
ま
い

勇
者
か
静
祢
現
る

臥
薪
嘗
臓
の
芽
が
み
く
ら
み
、

花
が
開
き
、
実
を
結
ぶ
世
代
が

や
っ
て
来
ま
し
た
。
阿
曽
部

一

族
十
五
代
の
族
長
に
加
無
礼
と

い
う
勇
者
が
現
わ
れ
ま
し
た
。

彼
は
、
津
保
化

一
族
に
藤
徹
さ

れ
続
け
て
来
た
父
母
と
と
も
に
、

あ
ら
ゆ
る
苦
し
み
の
中
で
成
長

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
阿
曽
部

族
の
族
長
の
血
を
受
け
継
い
だ

正
統
で
あ
る
こ
と
を
聞
か
さ
れ

て
育
ち
ま
し
た
。
い
つ
か
き
っ

と
津
保
化

一
族
の
手
か
ら
津
軽

の
豊
土
を
挽
回
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
決
意
し
て
青
ち
ま
し

た
。
加
無
札
は
、
津
保
化

一
族

の
武
器
で
あ
る
弓
矢
の
術
を
修

得
し
て
山
野
の
獲
物
を
あ
さ
り
、

一
族
の
著
者
た
ち
に
も
訓
練
を

積
ま
せ
る
こ
と
を
忘
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

津
保
化

一
族
の
族
長
は
、
二

十
二
代
の
阿
左
津
貴
と
い
う
人

で
し
た
。
彼
の
生
い
立
ち
は
加

無
礼
の
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
正

反
対
で
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し

て
津
軽
に
君
臨
し
た
津
保
化
族

の
族
長
と
な
る
べ
き
運
命
に
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
蝶
よ
花

よ
と
育
て
ら
れ
た
わ
け
で
は
な

く
、
将
来
族
長
と
な
る
べ
き
療

にヽ
準
じ
た
試
練
を
強
要
さ
れ
て

生
青
し
た
わ
け
で
す
。
け
れ
ど

も
、
臥
薪
嘗
臓
の
加
無
札
、
悉

皆
太
平
の
阿
左
津
貴
と
で
は
、

心
の
持
ち
方
―
根
性
が
ち
が
っ

再
び
両
族
の
日
い

肇
び
両
族
の
闘
い
が
始
ま
り

ま
し
た
。
加
無
札
が
後
繊
の
た

め
に
旗
を
上
げ
た
の
で
す
。
阿

閉
羅
山
か
ら
起
ち
上
が
り
ま
し

た
。
合
戦
の
場
は
、
い
つ
も
巖

鬼
山
菫
で
し
た
。
加
無
礼
の
軍

は
連
載
連
勝
を
続
け
て
、
意
気

軒
昂
で
し
た
。。
か
つ
て
津
保
化

族
の
労
徒
と
な
っ
て
重
労
働
に

服
し
て
い
た
阿
曽
部
族
も
立
ち

上
が
り
ま
し
た
。
津
保
化

一
族

は
根
拠
地
で
あ
る
中
山
山
脈
の

盤
イヒ”
山
や
西
浜
の
南
方
に
選
無

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
和
議
を

申
し
込
み
ま
し
た
。
南
平
賀
川

を
境
と
し
て
東
西
に
国
域
を
定

め
る
こ
と
、
阿
曽
部
族
を
奴
隷

化
し
な
い
こ
と
、
互
い
に
国
域

を
侵
さ
な
い
こ
と
等
が
条
件
で

あ
っ
た
ら
し
い
で
す
。
和
議
が

成
立
し
キ
し
た
が
、
そ
の
後
も

両
族
間
に
は
三
代
ぐ
ら
い
興
十

戦
が
く
り
返
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

阿
曽
部
が
盛
は
再
び
阿
曽
部
族

の
機
息
の
場
所
と
な
り
ま
し
た
。

加
無
礼
と
阿
左
津
貴
の
間
争
を

第
二
次
の
大
き
な
職
い
と
い
う

こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。
縄

文
後
期
も
終
わ
ろ
う
と
し
て
い

於
瀬
洞

籍
せ
ど
２

於
瀬
洞

（お
せ
ど
う
）
は
古
代

安。
日．
虐
、
露
臨
虐
の
遺
儀
を
再
葬

し
た
墓
地
と
い
わ
れ
、
長
贅
神
社

を
建
て
て
福
島
城
の
館
神
と
し
て

崇
拝
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

建
久
二
年

⌒
一
、　
一
九

一
）
安

倍
神
社
と
し
て
再
建
し
ま
し
た
が
、

応
永
二
十
二
年

（
一
、
四

一
六
）

福
島
城
と
と
も
に
焼
失
、
延
徳
二

年

（
一
、
四
九
〇
）
寿
貯
名．
無
課

が
御
幸
し
て
、
往
古
の
安
倍

一
族

を
し
の
び

一御
世
堂
」
と
し
て
一

字
を
建
立
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

元
文
三
年

（
一
、七
三
人
）
藩
の
社

寺
令
に
よ
っ
て
御
伊
勢
宮
と
改
称

さ
れ
、
弘
化
二
年
■

、人
四
二
）

に
神
明
宮
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

大
正
十
年
ご
ろ
県
道
の
切
り
下

げ
工
事
で
員
塚
が
出
土
し
、
縄
文

土
器
、
石
器
が
数
多
く
発
堀
さ
れ

た
の
に
続
き
、
同
十
二
年
に
は
人

骨
も
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
四
十
六
年
九
月
十

八
日
、
県
道
拡
張
工
事
中
に
斜
面

か
ら
縄
文
前
期
の
土
器
が
出
土
し

高
さ
十
川
の
上
部
は
平
担
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
森
全
体
が
遺
跡

と
し
て
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。
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覗
お 誕 生

工藤 邦博 (十 二)弘文

斎藤 史朗 (磯松)一義

白川  恵 (十三)兼 夫

秋田谷智美 (相 内)等

さ:(算 ご結婚
(籠宮富ゴ痛瑠
(襟寛略拿泄]
(屏宝群簿馴
(鎮 藉民糀児]
(黒曇篤軍脇

和

=C鷲 蓬軍糧彗
罐fり 髯段酬
お くやみ

斎藤 長作 (脇 元)76歳

三和 孫市 (脇 元)68歳

全メダル甕得の報告にみえた

察良良光選手と青山又―■団長

松 江 陽 子

十三・公務員

十三橋 をバイク通動

して10年 ……

この間、何度となく

通行止めにあい遠 く津

軽大橋を迂回したもの

です。

狭い｀あゆみ板、を

渡って転落しそうになったり、雨の日の

スリノプ事故など散えあげればきりがな

いほど危険な思いをしました。

尊い命の犠牲者も散人。構を利用する

者の 1人 として 1日 も早く安全な橋が架

けられたら一 と願つたものです。

昭和30年 に市浦村が糧生した。

その発展ぶりは日党しいものがありま

したが、十三はこの危険な木橋一ツで隔

絶感があるように思えてなりませんでし

その念願の橋 も来秋漉 には完成との事。

この永久橋完成をもって文字通り市浦村

が一体となり、より以上の発展が期待で

きそうな気もします。

十二小の児童は写生大会があると橋 を

描 きます。
｀
まだ工事中の未完成の構 を、。

でも、来年こそは立派に完成された素

晴 しい橋が描かれるだろう一 とその日を

待ち望むこのごろです。

連 載

永久橋完成を待ち望む 故里の美しさを後世に

奈 良 幸 雄

太田・公務員

「津軽で岩木山の見

えないのは太田だけだ」

とよく人に笑われる。

このことは太田は山奥

で展望がきかないし、

交通の便も悪いことに

起因していると思 う ｀

昨年の秋、太田地区多年の念願であった

バスの乗り入れが実現 し交通の不便は解

消されたが、岩木山が見えないことは何
ともいたし方がない。それでも私は自分
の生れた故里にはすてがたい愛着をもっ

展望のよしあし、交通の便不便に関係

なく人はだれでも自分の故里は忘れられ

ないものと思 う。

市浦村は風光明眉にしていたるところ

雄大な景観に意れているo津軽文化発祥

の地としての歴史もまた古い。

いたずらに開発をすすめることなく、

この美しい故里の自然を大事にし後世に

残したいものである。

第
十
四
回
全
国
身
体
障
害
者
ス
　
　
て
も
、
百
Ｈ
競
争
で
金
メ
ダ
ル
、

ポ
ー
ツ
大
会

（や
ま
び
こ
大
会
）
　

走
り
巾
跳
び
で
も
銀
メ
ダ
ル
を
獲

は
、
十
月
二
十
八
日
と
二
十
九
日

の
両
日
に
わ
た
り
、
長
野
県
松
本

市
営
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
こ
の
大
会
で
努
力
賞
の
金

メ
グ
ル
を
獲
得
し
た
奈
良
良
光
選

手
と
青
山
又

一
県
選
手
団
副
団
長

（西
北
身
障
者
福
祉
連
合
会
長
）

が
、
そ
の
報
告
に
み
え
ま
し
た
。

奈
良
選
手
は
、
百
Ｈ
競
争
と
ヤ

リ
投
げ
競
技
に
出
場
し
、
と
も
に

四
位
入
賞
を
果
し
、
特
別
努
力
賞

と
し
て
金
メ
グ
ル
を
獲
得
し
た
も

の
で
す
。

奈
良
さ
ん
は
、
県
大
会
に
お
い

得
し
、
全
国
大
会
に
標
準
を
あ

せ
て
毎
日
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

重
ね
て
き
た
も
の
で
、
全
国
大
会

で
二
組
日
と
も
四
位
入
賞
し
た
こ

と
は
、
関
係
者
か
ら
も
喜
び
の
賛

辞
を
得
て
い
ま
す
。

奈
良
さ
ん
は
、
幼
少
の
こ
ろ
病

気
の
た
め
聴
力
を
失
い
ま
し
た
が

ス
ポ
ー
ツ
は
万
能
で
、
陸
上
競
技

の
ほ
か
、
野
球
、
パ
レ
ー
ボ
ー
ル

等
な
ん
で
も
こ
な
し
、
地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
も
寄
与
し
て
い
ま
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■
年
末
年
始
の

役

場

の

執

務

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
数
日
、

年
の
瀬
は
な
に
か
と
あ
わ
た
だ
し

い
も
の
、
印
鑑
証
明
や
戸
籍
謄

・

抄
本
の
請
求
や
納
税
す
る
人
な
ど

で
役
場
を
訪
れ
る
人
が
増
え
ま
す
。

ご
用
の
方
は
早
目
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。
役
場
は
二
十
八
日
が

「

ご
用
納
め
」
で
午
前
中
で
す
。

新
年
は
一
月
四
日
が

「ご
用
は

じ
め
」
で
す
か
ら
、
事
務
が
開
始

さ
れ
る
の
は
五
日
か
ら
に
な
り
ま

■
麻
し
ん

↑

し
こ

の

予

防

接

種

麻
し
ん
の
予
防
接
種
は
、
生
後

十
八
～
二
十
六
カ
月
の
間
に
接
種

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
五
十
三
年
十
月
よ

り
定
期
の
個
別
接
種
で
行
う
こ
と

麻
し
た
の
予
防
接
種
は
、
間
診

・
予
診

・
内
診
と
多
少
時
間
が
か

か
り
ま
す
の
で
指
定
さ
れ
た
期
日

料
金
は
無
料
で
す
。

■
接
種
対
象
者

昭
和
五
十

一
年

一
月

一
日
生
れ

か
ら
同
年
十
二
月
二
十

一
日
生
れ

ま
で
の
幼
児
を
対
象
と
し
ま
す
が
、

小
学
校
入
学
前
で
ま
だ
″
は
し
か
″

に
か
か
っ
た
こ
と
の
な

い
子
ど
も

も
対
象
と
し
ま
す
の
で
、
申
し
出

■
股

脱

検

砂

と
　
き
　
五
十
四
年

一
月
十
七
日

一
時
三
十
分
か
ら

と
こ
ろ
　
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

対
　
彙
　
五
十
三
年
九
月

一
日
生

れ
か
ら
五
十
三
年
十

一

月
二
十
日
生
れ

十

一
月
か
ら
四
月
ま
で

ご
み
の
収
熱
日
は
毎
遍

ホ
曜
日
だ
け
で
す
。

山
田
薔
古
さ
ん
長
男
・脇
元

義
僣
ち
ゃ
ん

（生
後
十
力
月
）

ハ
ッ
ビ

ス
タ
イ
ル
似
合

う
で
し
ょ
。
ぼ
く
に
お
ね

え
ち
ゃ
ん
が
二
人
い
る
の
。

大
変
に
ぎ
や
か
で
毎
日
が

お
祭
り
み
た
い
―
。

市
浦
村
商
工
会
青
年
部

（鳴
海

養
正
部
長
）
で
は
、
意
ま
れ
な
い

人
た
ち
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
―
と
、
三
万
円
を
村

へ
寄
託

こ
の
お
金
は
、
同
青
年
部
が
村

内
の
電
話
番
号
簿
を
作
成
し
て
販

売
し
た
益
金
の

一
部
で
す
。

村
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

「た
す
け
あ
い
資
金
」
と
し
て
、

福
祉
向
上
に
役
立
て
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

―
斜
専

―

■接種日時と場所

「先
生
、
お
勉
強
ば
か
り
が
お

勉
強
じ
ゃ
な
い
ん
で
し
ょ
う
。
遊

ぶ
こ
と
も
お
勉
強
な
ん
で
し
ょ
う
己

我
が
意
を
得
た
り
と
ば
か
り

「
そ

う
だ
よ
」

「そ
う
だ
よ
崚
と
周
り

か
ら
の
声
。

「
ど
う
し
で
口
と
い

う
私
の
問
い
に

「体
を
き
た
え
る

勉
強
だ
よ
崚
「
勉
強
ば
か
り
し
て

い
る
と
、
あ
き
て
勉
強
が
嫌

い
に

な
る
よ
」
あ
る
日
の
給
食
時
間
の
一
コ
マ
で
す
。

こ
ん
な
会
話
に
伺
え
る
よ
う
に
、
我
が
学
級
三

十
八
人

⌒男
二
十

一
人
、
女
十
七
人
）
の
子
供

達
は
、
遊
ぶ
こ
と
が
何
よ
り
も
好
き
で
、
底
抜

製
剌一ぃ̈
“
　
伸
　
び

ケ
月
、
今
や
学
校

狭
じ
と
走
り
回
る
毎
日
で
あ
る
。

教
室
は
、
子
供
達
に
と
っ
て
新
し
い
経
験
の

場
、
子
供
ら
し
い
自
由
な
発
想
は
、
す
ぐ
さ
ま

行
動
に
移
さ
れ
る
の
で
す
。

椅
子
に
鉛
筆
で
落
書
き
を
し
て

「消
し
ゴ
ム

で
消
し
て
、
元
通
り
に
な
る
ま
で
は
座
っ
て
は

い
け
ま
せ
ん
」
と
私
に
言
わ
れ
、
何
と
次
の
授

業
時
間
ま
で
、
椅
子
を
ひ
っ
く
り
返
し
、
裏
ま

で
ゴ
シ
ゴ
シ
消
し
て
い
た
Ａ
君
。
け
ん
か
疲
れ

で
ぐ
っ
た
り
し
た
Ｂ
君
、
つ
む
っ
た
目
に
涙
の

後
を
残
し
、
眼
る
こ
と
一
時
間
、
か
わ
い
い
寝

顔
に
声
を
か
け
そ
び
れ
、
み
ん
な
静
か
に
お
勉

強
を
続
け
ま
し
た
。

「白
い
ね
こ
」
と
い
う
お

話
を
作
り
み
ん
な

る
　
子
　
　
に欝
を言
て

く
れ
た
Ｃ
子
さ
ん
。

そ
の
後
に
続
け
と
頑
張

っ
た
Ｄ
君
、

一
生
懸
命
作

っ
た
お
話
は
、

「カ

太
郎
ピ
そ
ば
に
い
た
子
に

「
そ
の

子

　

　

お
話
、
知

っ
て
い
る
よ
」
と
言
わ
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国
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